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武石公民館講座「千葉と武石をめぐる歴史の旅」第一回武石地域の旅 レジュメ 

 

1. 仏岩宝篋印塔＝宝篋印塔と武石氏の関係、なぜこの地にあるのか 

(1) 仏岩宝篋印塔 （別紙 1.参照） 

・仏岩と呼ばれる高い岩の上に立つ宝篋印塔。塔高は相輪（別に保存？）を除いて 85ｃｍ 

・鎌倉時代の応長元年(1311)の銘があり、立っている石塔では、長野県下で在銘の宝篋印塔で最古。 

塔身は四方に四仏の種子を彫り、基礎と笠の周囲には、宝篋印陀羅尼を梵字で彫っている。 

・銘文は『信濃史料』によると次のようである。 

（南面） 応長第一之暦南呂上旬／□□弟子□□菩薩□□／妙法□□人生□滅罪□／ 

出離生死頓証菩提仏果／ 圓満乃至法界等利益□／ □印□石塔婆一基所奉（カ）／ 造立供養如件敬白 

（西面） 肥前太守阿弥陀 ／ □□  （北面）息女並日光峯宮□  （東面） 近江禅閤□善生□ 

・ここに記された「肥前太守」「息女並…」「近江禅閤」は、だれか？ 

「肥前太守」＝箱根山宝篋印塔（別紙 2.参照）の「武石四郎左衛門尉宗胤」（『伊達世臣家譜』では「胤氏

子従五位下肥前守初称弥太郎・又左衛門尉宗胤・・・」）宗胤は武石胤盛の曾孫、1314 年 63 歳で歿。 

「近江禅閤」＝近江に基盤を持つ宗胤の妻方の実力者。宗胤の妻は、宇多源氏の血を引く京極氏信の息

女で、佐々木道誉の大叔母。箱根宝篋印塔（別紙）銘の「源宗経」（＝佐々木宗綱）と兄妹。 

 

(2) 宝篋印塔とは・・・  

・階段状の笠と四隅に隅飾を持つことが特徴の石塔、元は基礎の内部に宝篋印陀羅尼という経を納めた。

外面にも宝篋印陀羅尼が刻まれることがある。 

・宝篋印陀羅尼経の「若人往在高山峰上至心誦咒・・・」の文言＝もし高山の峰上に登り、心をつくし

て咒（宝篋印陀羅尼）を唱えるなら、眼下に見える遠近世界、山谷林野江湖河海の一切の生きとし生け

るものすべて、諸々の罪障が消滅し、災難から免れ成仏できる。 

 

(3) 高山峰上に建立された宝篋印塔 

1.仏岩宝篋印塔（長野県） 

2.箱根山宝篋印塔（神奈川県）＝永仁 4 年（1296 年）の銘と正安 2 年（1300 年）の追銘がある 

3.宝篋山宝篋印塔（茨城県）＝形式から関東最古の大型宝篋印塔 

・信濃仏岩と宝篋山は約 190 ㎞離れた同緯度にあり、両地点から南方向へ等距離のほぼ正三角形の頂点

の位置に箱根山が位置している。 

・この 3 つの塔の建立に関わったのは、忍性とその弟子の教団 

忍性（良観 1217～1303）＝奈良の西大寺で叡尊から受戒、東国布教のため、宝篋山麓の常陸三村寺、

後に鎌倉極楽寺を開山した真言律宗の僧。 

 仏岩と箱根の塔建立に関わった武石四郎左衛門尉宗胤は、忍性に帰依しその教団の活動に寄与。 

 

2. 沖の牛石伝承 

 丸子町方面から武石村に入る旧道の左側にあり、正面高さ 55～65cm、幅 140cm、厚さ 50cm ほどの自
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然石である。この村を開発した笹焼明神が乗って来た牛が変身したものと言い伝えられ、古くより村人

から「牛石さま」と愛称されてきた。（HP「上田市文化財マップ」） この笹焼明神とは？ 

 

3. 子檀嶺神社・武石胤盛の石碑、笹焼明神 

・子檀嶺神社＝「現在の武石村沖の五日町地籍に和銅五年（712）に創立されたと傅へられ、延喜年間に 

名神小社に列せられた。かつては近隣の住民より「五日町 明神」と愛稱され、信仰・憩の場であり、生

活のよりどころであつた。境内において五日毎に市が開かれ、かなりの 物資が集散したと傅へられてゐ

る。」（『式内社調査報告』） 

・武石胤盛の石碑＝子壇嶺神社の本殿より一段低い平場に、笹焼明神の祠があり、その祠の裏に、注連

縄が張られ月星紋が陽刻された円筒型の石塔がある。銘は「武石平胤盛」、「武」の字は「文」の下に「止」

の異体字 

・笹焼明神社の蟇股に彫りだされた３つの神紋のうちひとつは、月星紋。 

・笹焼明神とは＝「旧暦卯月二日 笹焼大明神祭 この村を開いたという神の祭りです。笹におおわれ

た大地を焼きはらったことや笹ハ木の字を使っていたことなどが笹焼に関わりがあると考えられます」 

まだ郷の名前もなかったころ入植してこの村を作った祖先を顕彰する祭りとするとその祖先とは、武

石平胤盛ではないか。所領を得てその地名を氏とするのが一般的な武士の中で、逆に氏の名をもって地

名とする場合は、そこがまだ名のない郷村であることが前提となる。その草分けの地にその名を残して

いったのが、武石胤盛であろうか。 

・武石胤盛（1146～1215）＝平安時代末期・鎌倉時代前期の武士。千葉常胤の 3 男。母は秩父重弘の娘。

武石氏（後の亘理氏）の祖。下総国千葉郡武石郷（千葉市花見川区付近）を領したことから、「武石三郎」

を称する。源頼朝が挙兵をすると、父とともにこれに従い、木曾義仲・平家・奥州藤原氏と戦った。奥

州合戦の後、父の常胤が頼朝から恩賞として受けた陸奥国の所領のうち、宇多郡・伊具郡・亘理郡の一

部を譲られた。子孫は拠点を亘理郡に移し、1339 年頃に「亘理」を称し、武石に残った系統は千葉氏・

里見氏に仕えたとされている。 

 

4. 妙見寺と月星紋 

・妙見寺＝真言宗武石山妙見寺といい、初めは後鳥羽天皇の文治年間に武石の豪族岳石三平胤盛が鳥屋

（とや）に建てました。そのご移転、改築が行われ、宝暦年中に 15 世紀の住僧弘算が本堂に並びに妙見

堂を再建し、このとき画家信尹を招いて本堂の天井に十畳の間一杯になる程の龍を描いてもらいました。

この龍がいわゆる鳴龍です。 龍頭の下で手を打つと見事な鳴龍を聞くことができます。（武石観光協会オフ

ィシャルサイト-観光スポット・見どころ「名所・旧跡」） 

・妙見信仰と月星紋（別紙 3.参照）＝妙見信仰は、中国で仏教と道教と習合し、仏教と共に日本に伝来し

た大陸由来の神で、中世は「妙見菩薩」として、千葉氏の軍神・氏神となった。妙見は北極星及び北斗

七星を神格化したもので、千葉氏は月星紋や九曜紋を家紋とし、またその拠点には妙見を祀る寺社を建

立した。 

 

5. 堀の内館跡（武石氏の館跡） 

・どんな居宅があったか、周辺はどんな様子であったかは、別紙 4.の図を参照のこと。 
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